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きけんひんほうそうひ ょ う 危険品包装表 貨物等級表の

危険品に対する包装規絡を定めたもので， 貨物量I!送規則lの別表

の l つである。火薬類， 火薬類以外の危険品， 特日IJ規絡等の各

項から成る。この表は包装の方法 ・ 材料等を規定したもので，

個々の危険品に対し， どのような包装を施さなければならない

かは，貨物等級表の危険品の品目らんに記されている。したが

って危険品包装表と貨物等級表とは表裂ー休の関係にある。

火薬類の包装は火薬類運送規則第 7 条の月IJ表 と同一で ， 火薬 ・

爆薬 ・ 火工品の容採および縄全}法， 外装法が規定されている。

火薬類以外の危険品の包装は包装蒋号て'表わされる。包装番

号は 2 桁(けた)または 3 桁の数字から成り 2 桁以上の数字は

包装の極別を 1 桁の数字は包装の強度を示す。 強l交は 1 を最

上位とし 2 ・ 3 ・ 4 の順に低下する。したがって同ーの包装錨

別で下伎の数字の場合は， 上伎の数字のものによ っ てもさしっ

かえない。緩衝方法はローマ字で示されてい る。

特別規絡は包装番号による規絡よりも ， さらに詳細な表現を

必裂とする包装を規定したもので， 現在郷 1 号から第 5 号まで

ある。またこの表には貨物責I!送規則tr; 1 2 条ただし誌による国

鉄の承認した包装が掲げられている。なお輸入した危険品の包

装で，その'lillJ立が危険品包装表に定めたものと|司等以上のもの

はそれによることができる。(片 111骨子与 吉)

きけんぶっせんぱくうんそうおよびちょぞ う きそく 危険

物船舶運送及び貯蔵規則 危険物と称せられるものの中に

は，その本来の性質上危険なもの，数i立により危険性を初びる

もの! f1t付 ブJ または鮫合わせにより危険を生ずるもの等がある。

したがってこれら危険物の巡送およひ;Jti'械に伴なう危険紡止の

ため，船舶安全法 (11百和 8 ・ 3 法律第 11 号)には規定を設けてい

るが，さらに関係法規として危険物船舶巡送及び貯j淡規則。昭

和 9 ・ 2 逓伝省令第 14 号)がある。この規則は船舶による危険

物の)ili送または船舶の常用危険物のj守政に|刻して適用される。

ここで船舶とは社会上の通念から船舶と称せられるすべてを包

含する。 すなわち危険物を貨物として述送するのみならず， こ

れを船舶自休の常用に供するためJtl'放する場合にも適用される。

この規HlIにおいては， 危険物は船舶の償額および危険物の性質

に応じ ， あるいは絶対にとう載することを禁止し，あるいは包

装および綴付ブJを制限してそのとう械を許すことになっている。

規定されているおもな事項はつぎのとおりである。

l 危険物全般 危険物全般に|羽しつぎの事項 (1) 荷送人

の手続すなわち包装 ・ 表示 ・ 明細書の添付 (2) 船長の手続す

なわち危険物l抑制u表の日IJ付 (3) 危険物の荷役中の危険防止す

なわち灯火の使用制限 ， 修繕工事の制限，発火しやすい物品の

撚柿禁止，荷役中止または完了後の船そうの閉鎖。

2 火薬類 ( 1 ) 際政一般に関する規定常用火薬績の貯

版制限，火薬Jill外ß!t般の条件，旅客をとう放する船舶の船償制

似 (2) 湖川港内における取扱手続に関する規定 船!l'1および

陸揚の届 :-H. 火薬類!l'1i夜船舶の航行 ・ 碇泊(ていは く )および繁

留(けいり ゅう)に関する版社lおよび僚識の掲場 (3) 荷役に僕l

す る規定すなわち紛 f1t ， 陸揚または荷繰の際におけるっき'の

事項 貨物の取扱力，旅客乗下船中の荷役禁止， ?iÎ役道具の装

↑位。

参考文献主I!輸省編紛州安全法規。(今官i光 l主1)

ぎこうち ょ う 技工長 機械 R器具等の修総作業主c行う国鉄現

換機関におかれる峨で， 機械告器具等の修繕の作業吉一jü曲l をたて ，

技工とともに修繕作業にあたるもので技工に対しては技術上の

適切な指導を行わなければならない。(加藤誠次郎)

きざいし 器材士 保線区，材修場におかれる職で， 区長また

は場長の指仰をうけて線路用器材(ピ ー タ ー ， パ ー ノレ等) ， 諸

般械類(モ ー ターカー， レ ー ル切断機等)， 保線用各f1lì銅製品

(]ífi桁〔はしけ'た) ， 尖端〔せんたん〕軌条等)の修理および保守

の作業青|闘をたて ， 技工を指導してこれらの作業の遂行にあた

るものである。(加藤紘次郎)

ぎしち ょ う 技師長 図欽の最高議決機関である郎事会併成員

の 1 人であ って，技術の改善および進歩について総裁を補佐す

る。いわば技術開における副総裁である。なお医|欽には執行俊

民!として技師長室がおかれ， 技術的事項に|刻するm:姿な計画の

若手資および店主査，鉄道技術の研究計画の策定，その青j - mil突施の

推進に|刻する事務を行 っ ているが， そこに回目隠される副妓師長

が技師長のスタッフとしてその職務を行っている。(官;;jji(仁八郎)

き. じ ゅ つがかり 技術掛 技術系統の鉄道t!!.梁隙|刻におかれ

る殺で，その織の戦務内容は具体的には各機関において多少相

違があるが， 一般的には各極試験， 調査，統計等現場長の管.!lII

業務中妓術についての術助業務を行う。このほか保線区 ・ 電力

区等のように設討を行う機関では，設計にl刻する業務に重点が

おかれている。(加藤誠次郎)

きじゅんうんてん 基準運転 列車を定時巡転するために機

|見l区 ・ 電車区などにおいて基準となる運転方法を定めているが，

この方法による巡転を基準運転と称している。 2主:ljh巡松におけ

る巡転速度 ・ 迎転時分その他運転状況(蒸気機l長|革の場合はポ

イラ l王力 ・ ポイラ7k位 ・ 締切率 ・ 投炭回数など， また電気俄関

取な らばノッチ位置 ・ 電車線電圧 ・ 主電iEiJll量m流・電力消技量

など)を図示したものを基準運転線図と称している。この線図

は技量優秀な梁務員を選んで定時運転させ， その状況を記録し

てつくられる。(井上末次郎)

きじ ゅ んうんでんじふん 基準運転時分 ある区間の列車の

運転時分は滋|刻Jjïの形式が決まれば，その機関ljiが空間 j Cけんい

ん)する重量の大小によ っ て左右される。たとえば D51 形後関

取で 600 t 牽引した場合と 1 ，000 t 牽引した場合とでは，前者の

方がf走者より はるかに運転n寺分が短くてよい。

このように巡転時分は率引重量 と 密接な l誕l係があり ， ヨ匠引重

量が大きければ巡転n~f分は延長し，小さければ短縮する。また

列車は速度傾別に応、じた紫引定数の車両を索引して巡転するも

のとして設定されるので， あらかじめ定数に応じた運転l時分を
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